
いま，中海（本庄水域）でなにがおこっているのか？

　

昭和 22(1947)年　　　　　　　　　　昭和 56(1981)年～現在

本庄水域が 2 つの堤防で中海から隔てられてから，27 年がたちました．本庄水域では周囲からの汚濁物質

の流入が少なく，塩分躍層も形成されないことから，比較的良好な水環境が保たれてきていましたが，いま

湖底ではヘドロ様の泥がたまり，貧酸素化が進行しつつあることが，島大汽水域研究センターを中心とした

調査でわかってきました．昨今は魚が姿を消した，本庄には入ってこないという漁師の証言は，本庄水域に

異変が起こりつつあることを知らせているのかもしれません．

本庄水域については，いまから 9 年前に，森山堤での農水省による「パイプによる潮とおし」という「世

紀の実験」が行われ，農水省による調査と平行して島根大学による自主的な調査が行われ，堤防開削による

水環境の再生の可能性について熱い討論がなされたのは記憶に新しいところです．現在進行中の森山堤の一

部開削と西部承水路の撤去に関連しては，農水省などの行政機関による調査が行われていますが，ここでは

島大汽水域研究センター・汽水域重点プロジェクト生態系モニタリングチームによって行われた調査結果を

中心に報告します．また，この機会に本庄水域や中海の再生についての意見交換を行いたいと考えています．

皆様のご参加をお待ちしています．

主催　島根大学汽水域研究センター・汽水域重点プロジェクト

後援　自然再生センター

2007年 3月 25日（日） 9時～ 12時
スティックビル (松江市市民活動センター )５階　 502研修室

話題提供

・ 島根大学汽水域重点プロジェクトと中海再生への課題

島根大学汽水域研究センター長　國井秀伸

・ 中海干拓淡水化事業と本庄水域

自然再生センター（島根大学名誉教授）徳岡隆夫

・ 最近の本庄水域の水質・底質と貧酸素化

島根大学汽水域研究センター助教授　瀬戸浩二

・ 安定同位体比から見た本庄水域の特徴

島根大学汽水域研究センター助教授　倉田健悟

・ 二枚貝を中心とした本庄水域の生物相と環境悪化

島根大学生物資源科学部助教授　山口啓子

（ほかに本庄水域で調査を行っている方々，漁業者からも情報提供を予定しています．）

自由討論　　中海干拓建設事業のこれからと中海の再生
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安定同位体比から見た本庄水域の特徴

倉田健悟（島根大学汽水域研究センター）

　中海から切り離された本庄水域は、流れ込む河川の数が少なく、塩分は中海から

西部承水路を通じて入る構造であるため、閉鎖的で独特な汽水域である。計画され

ている森山堤の開削により境水道から直接的に海水が流入するようになると、本庄

水域の水塊構造に加え、塩分や流速の変化により水域の生態系は大きく変わると予

測される。特に一次生産者の変化によりもたらされるであろう食物網の遷移は生態

学的にも興味深く、食物連鎖の上位に位置する魚介類への影響は地域の大きな関心

事であると言える。

　近年、安定同位体比の値を利用して食物網における餌の起源と栄養段階を推定す

る解析が広く行われるようになってきた。生態系を構成する餌の有機物から高次の

消費者までの試料について安定同位体比を測定すると、炭素安定同位体比（δ13C）に

より餌の起源が、窒素安定同位体比（δ15N）により栄養段階が、それぞれ推定され
る。例えば、河川の上流や湖岸の植生などから入ってくる陸上植物由来の有機物、

湖で生産された大型海藻や植物プランクトンに由来する有機物、沿岸のアマモやコ

アマモなどの海草類に由来する有機物は、それぞれ炭素安定同位体比の値が異なっ

ている。そのため、これらの餌資源が混在する汽水域においては、動物が依存して

いる主要な栄養源を推定するのに安定同位体比の解析が有効であると考えられる。

　本研究では本庄水域を含む斐伊川水系において、動物の餌資源となる水中の懸濁

物や水生植物、二枚貝などの底生動物を採集し、炭素および窒素安定同位体比を測

定して水域による違いを調べた。近い将来に森山堤が開削された後、再び同様の調

査を行うことにより、堤防開削の前後で本庄水域、そして中海と宍道湖の食物網に

どのような変化があったかを検証できると期待している。

　2004年6月～7月に宍道湖から10地点、本庄水域を含む中海から12地点および境水
道の1地点でサンプリングを行った。2005年の夏季には追加の調査を行った。砂泥質
の底質の場合、浅い場所ではアクリルコア、深い場所では船上からエクマンバージ

採泥器を用いて底質ごと採取し、1mm目合いのふるいで底生動物を採集した。転石
帯やコンクリート構造物などの基質の場合は、スクレイパーで剥ぎ取るかピンセッ

トもしくは手で表在性の無脊椎動物を採集した。

　実験室にサンプルを持ち帰った後、丁寧に洗浄と選別を行ってガラス管ビンに種

類ごとに入れた。殻付きの軟体動物については殻を外してメスを用いて軟体部のみ

を注意深くガラス管ビンに入れた。ヤマトシジミ Corbicula japonica については斧足
とそれ以外の軟体部に、イシマキガイ Clithon retrapictus については中腸腺とそれ以
外の軟体部に、それぞれ切り離して別々のガラス管ビンに入れた。軟体動物と環形

動物はクロロホルム・メタノール混合溶液で脱脂処理をした。凍結乾燥機で一昼夜

凍結乾燥させた後、ミクロスパーテルを使ってガラス管ビンの中の試料を細かく砕

いて適量を安定同位体比測定用のスズ容器に入れた。アリゾナ大学の質量分析器に

よって炭素および窒素安定同位体比を測定した。

　今回はこれらの測定結果について報告し、安定同位体比から見た本庄水域の食物

網の特徴について考えてみたい。



┞

″

┞ ス

こ ㊪

ー ㎰

ス

‘ モ

Ⅴ

┞ ス

‘ ㈻ モ

㈻ よ

‘

8HF F HF GH F F 5F F I F F

9 F G HF 7F F F

‘ ㈻

㈻

㈻

ス ㈻ ス

‘ ス ㈻

㈻

ス

ぜ ス

ス ㈻

㈻



┘ ‘

㈻

さ ㈻

オ ㈻

↓ っⅤ


	070325honjou2
	2
	3
	4
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	13-14
	discussion



